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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本において養育者に乳児の泣きに関する正しい知識と適

切な対応に関する教材を用いて介入することにより、虐待予防に必要な知識と行動の変容があ

るかどうかを、ランダム化比較試験により検証した。その結果、介入群は、泣きの知識および

突発的な揺さぶりを防ぐと考えられる行動を有意に多くとっていた。日本においても、この教

材により乳児の虐待を予防できることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：This study is to investigate the effectiveness of educational material 

on knowledge and how to deal with infant crying using randomized controlled trial. In 

result, the intervention group showed higher knowledge about infant crying and higher 

frequency of behaviors which is considered to link not to abuse the infant. The current 

study suggest the effectiveness of educational material on infant crying to prevent infant 

abuse in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

子どもの虐待、中でも特に乳幼児揺さぶられ
症候群は、子どもの泣き行動が引き金となっ
ていることが多く見られる。そのため、養育
者に泣き行動に関しての教育をすることで
子どもの虐待を予防できる可能性がある。欧
米ではすでに実施され、一定の効果が得られ
ている。しかし、日本において虐待予防に関
する教材の効果をランダム化比較試験によ
って検証したものはない。 

２．研究の目的 
本研究は乳児の泣き行動についての知見（生
後 2－3 か月までの間は、異常がなくても泣
きやまない泣き行動を示す）を親に教育する
ことにより、乳児の泣き行動への知識が向上
し、より適切な対応をとることができるよう
になるかどうかをエビデンスレベルの高い、
ランダム化比較試験により検証することを
目的に行った。 
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３．研究の方法 
(1) 参加者について 
神奈川県および埼玉県における産婦人科 2施
設において、正期産（37週以上）の NICUに
入る必要のない健康な児を産んだ、DVDプレ
ーヤーを持っている母親を対象とした。研究
責任者または研究補助員による研究参加者
募集のための説明会を開催し、本研究への参
加を募った。427名に研究参加を呼びかけ、
230名が同意した。 
 
(2) 介入教材について 
介入する教材には約 10分の DVDと 11ページ
のパンフレットからなる「パープルクライン
グ（赤ちゃんのよく泣く時期）～赤ちゃんが
こんなふうに泣くことを知っていましたか」
を用いた。パープルクライングとは、赤ちゃ
んの泣く特徴の頭文字をとって PURPLEと名
付けられたもので、Pは Peak of crying（ピ
ークがある）、Uは Unexpected（予想できな
い）、Rは Resist to sooth（なだめられない）、
Pは Pain like face（痛そうな顔）、Lは Long 
lasting（長く続く）、Eは Evening（夕方に
泣く）を意味している。そして赤ちゃんが泣
いたときの対処として 3つのステップを推奨
している。1つめは「抱いて、なだめて、歩
いて、話しかけてあげましょう」2つめは「も
しそれでもどうしても泣きやまなければ、そ
の場を離れて 5分ぐらいリラックスしてまた
みてあげましょう」3つめは、「決して揺さぶ
らないように」、というものである。そして
この知識とステップを他の養育者にも伝え
るよう勧めている。また、対照群にはバンク
ーバーで開発された乳児における事故予防
プログラム（誤飲ややけど、転落の予防を教
えるもの）の DVDを配布した。 
 
(3) 介入群、対照群の割り付けについて 
その後、参加者をランダムに２つの群に割り
付けし、乳児の泣きに関する最新の知見とそ
の対処法についての教材であるパープルク
ライングの DVDとパンフレットを視聴する群
（介入群）（116名）と、一般的な事故予防に
関する DVDを視聴する群（対照群）（114名）
とに分け、その割り付けに基づいて DVDを郵
送した。参加者の属性は介入群と対照群で有
意な差はなかった。 
 
(4) 効果測定について 
効果の評価方法としては、生後 5週目のとき
に、連続した 4日間において、お子さんおよ
びお母さんがどのような行動をとったかを
記録する“赤ちゃんの一日ダイアリー”をつ
けてもらい、お子さんの泣き行動およびお子
さんが泣いたときの対応を記録してもらっ
た。これまでの研究から、生後 5週目から泣
き行動が増加してゆくことがわかっている

ため、この時期にダイアリーをつけてもらっ
た。記入したダイアリーは同封した返送用封
筒で研究責任者まで返送してもらった。その
後、ダイアリーのデータを電子コード化する
ソフト RoNicLog®によりデータ化した。バイ
アスを防ぐため、このデータ化をする作業に
おいて参加者がどちらの群に割り付けられ
たかはわからないように配慮した。 

そして、生後 2か月の間に、乳児の泣き行
動に対する知識や対応について電話にて調
査を行った。電話調査はバイアスを防ぐため、
別の調査会社に依頼した。調査会社は電話し
た相手がどちらの群に割りつけられたかわ
からないようにした。 

具体的には、乳児の泣き行動に関する知識
（「赤ちゃんは夕方や夜によく泣きますか」
等の８問を４件法で回答、合計をスコア化）、
揺さぶり行動に関する知識（「泣き止ませる
ために赤ちゃんをゆすぶることは、良い方法
だと思いますか」等の５問を４件法で回答、
合計をスコア化）、乳児の泣き行動への対応
行動（「あなたは赤ちゃんが泣いたりぐずっ
たりしたとき、抱き上げましたか」等の５問
を６件法で回答、合計をスコア化）、乳児が
なだめても泣きやまないときの積極的行動
（「少しの間他の人に預けた」等の４問を６
件法で回答、合計をスコア化）、乳児がなだ
めても泣きやまないときのとらえ方（「いつ
か泣き止む、ということを自分に言い聞かせ
た」等の４問を６件法で回答、合計をスコア
化）、乳児の泣き行動に関する知識の家族と
の共有行動、乳児に泣かれたことによるフラ
ストレーションレベル（ダイアリーで計測）、
乳児がなだめても泣きやまないときにその
場を離れた回数（ダイアリーで計測）を評価
した。 
 
(5)解析方法 
ダイアリーの結果および電話調査の結果得
られたデータを IDでマッチさせるとともに、
どちらの群に割り付けられたかに関しても
マッチさせ、平均値の比較はｔ検定を、頻度
の比較においてはポアソン分布分析を用い
て解析した。 
 
４．研究成果 
介入群は、泣きの知識が有意に高く、何をや
っても泣き止まない時の受動的行動におい
ても自分を責めない、好ましいとらえ方をし
ている傾向にあることがわかった。 
また、何をやっても泣き止まない時にその場
を離れる行動は、介入群は対照群に比べて
4.8 倍多くとっており、統計的にも有意だっ
た。 
  
 
 



 

 

泣きやまない時にその場を離れる行動 
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一方、泣きへのフラストレーションは両群で
差はなかった。 
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